


　

今
回
、
市
民
懇
話
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々

と
の
交
流
か
ら
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

長
浜
の
ま
ち
の
魅
力
や
、
10
年
後
の
長
浜

市
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
よ
い
機
会

を
い
た
だ
け
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
長
浜
市
は
今
後
人
口
の
減
少
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
解
決
の

た
め
に
は
、行
政
と
企
業
が
手
を
取
り
合
っ

て
協
力
し
て
い
く
こ
と
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
医
療
、
福
祉
の
充

実
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
、
曳
山
ま

つ
り
や
琵
琶
湖
な
ど
観
光
都
市
長
浜
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
３
人
の
子
ど
も
を
育
て
な
が

ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
を
一
人

で
担
い
す
ぎ
て
精
神
的
に
疲
れ
て
し
ま
い
、

笑
顔
が
出
せ
な
い
時
は
、
行
政
の
力
も
借

り
な
が
ら
、
元
気
を
持
っ
て
働
き
、
魅
力

あ
る
長
浜
市
を
作
っ
て
い
け
る
一
員
で
あ

り
た
い
。
そ
う
感
じ
て
い
ま
す
。

10
年
後
の
自
分
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
は
、
輝
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
「
長
浜
で
暮
ら
し
、
学
び
、
働
く
人
々
が
、

そ
れ
ぞ
れ
夢
と
希
望
を
抱
き
な
が
ら
力
を
発
揮

で
き
る
」、
そ
ん
な
ま
ち
を
目
指
し
て
、
市
で
は
、

10
年
、
20
年
先
を
見
据
え
た
新
た
な
「
長
浜
市

総
合
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
の
視
点
だ
け

に
か
た
よ
る
こ
と
な
く
、「
長
浜
ま
ち
づ
く
り

１
０
０
人
委
員
会
」
や
「
長
浜
の
未
来
を
創
る

ま
ち
づ
く
り
市
民
懇
話
会
」
な
ど
、
地
域
で
活

動
し
て
い
る
様
々
な
立
場
の
人
か
ら
ご
意
見
を

伺
っ
て
い
ま
す
。
10
年
後
の
「
長
浜
」
の
姿
。

そ
れ
は
10
年
後
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
姿
に

他
な
り
ま
せ
ん
。
誰
も
が
既
存
の
価
値
観
を
超

え
た
新
た
な
感
性
で
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
、

未
来
を
創
造
す
る
。
そ
し
て
、「
長
浜
で
暮
ら

し
て
良
か
っ
た
」
と
思
え
る
ま
ち
で
あ
り
た
い
。

　

こ
の
度
、
市
民
目
線
か
ら
の
示
唆
に
富
ん
だ

ア
イ
デ
ア
を
盛
り
込
み
、
総
合
計
画
新
基
本
構

想
（
案
）
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

総
合
計
画
と
は

　

将
来
、
長
浜
市
を
ど
の
よ
う
な
「
ま
ち
」
に

し
て
い
く
の
か
、
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
し
て
い
く
の
か
を
総
合
的
・
計
画
的
に
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
各
分
野
別
の
計
画
を
総
合
的
に
調
整

し
な
が
ら
、
市
の
施
策
全
体
を
体
系
化
し
、
進

捗
・
達
成
状
況
の
管
理
を
行
う
市
の
最
も
基
本

と
な
る
計
画
で
す
。

　

さ
ら
に
、
健
や
か
で
幸
せ
な
未
来
を
実
現
す

る
た
め
の
長
期
的
な
展
望
を
示
す
も
の
で
、
行

政
だ
け
で
な
く
、
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
も
な
る
も
の
で
す
。

総
合
計
画
の
構
成

　

総
合
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
目
指

す
将
来
都
市
像
と
そ
の
理
念
を
示
し
、
実
現
の

た
め
の
政
策
を
示
す
「
基
本
構
想
」、
そ
の
実

現
に
向
け
た
施
策
と
そ
の
目
標
を
体
系
的
に
定

め
る
「
基
本
計
画
」、
具
体
的
な
事
業
を
示
し
、

そ
の
進
捗
管
理
を
行
う
「
実
施
計
画
」
の
３
つ

の
階
層
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

松井　善典さん
（浅井東診療所所長（医師））

居川　安子さん
（中小企業経営）

基本構想

基本計画

実施計画

H29
（2017）
▼ 第１期 ▼　　第２期 　  ▼   　第３期 　▼

H31
（2019）

H35
（2023）

H38
（2026）

２年 ４年 ４年

２年 ４年 ４年

10年

　

多
士
済
々
の
メ
ン
バ
ー
に
緊
張
し
た
初

回
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
5
回

に
渡
り
10
年
後
の
長
浜
の
姿
に
つ
い
て
議

論
百
出
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
メ

ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
か
ら
の
長
浜
へ
の
情

熱
と
愛
情
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
専

門
的
な
発
言
が
刺
激
と
な
っ
て
、
気
付
け

ば
郷
土
愛
と
未
来
へ
の
願
い
を
私
も
口
に

し
て
い
ま
し
た
。
当
初
は
地
域
医
療
や
健

康
の
専
門
家
と
し
て
の
発
言
で
し
た
が
、

徐
々
に
地
元
の
文
化
と
歴
史
を
愛
す
る
市

民
と
し
て
、
子
育
て
中
の
父
親
と
し
て
の

提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
長
浜
の
未
来
の
た
め
の
小

さ
な
種
に
し
か
過
ぎ
ず
、
こ
れ
か
ら
土
を

耕
し
、
水
を
撒
き
、
光
を
注
ぐ
と
い
う
花
々

を
咲
か
せ
る
た
め
の
不
断
の
努
力
が
欠
か

せ
な
い
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
人
口

減
少
と
多
様
化
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と

い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
危
機
感
と
期
待
感
を
持
ち
、
計
画
に

命
を
吹
き
込
む
た
め
の
協
働
と
参
画
の
ま

ち
づ
く
り
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
も
実
感
し

た
懇
話
会
で
し
た
。

市
民
懇
話
会
メ
ン
バ
ー
の
思
い
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長浜市総合計画　新基本構想（案）の概要
　これからの10年、20年先を見据え、市民の皆さんと行政が分か

ち合うことができる目指すまちの姿を描き、その実現に向けたまち

づくりの基本方針を明らかにするために、外部委員で構成する総合

計画審議会や市民の皆さんから建設的な意見・提言をいただきなが

ら、市の総合計画策定委員会で検討を重ね、「長浜市総合計画　新

基本構想（案）」を下記概要のとおり取りまとめました。

将来都市像
新たな感性を生かし みんなで未来を創るまち 長浜

　今日まで育んできた和やかな暮らしや自然・歴史・文化などを大切にしながらも、積極的に新しい物事へ

取り組んでいこうとする長浜らしい気質を生かして、一人ひとりがこれまでの価値観を超えた自由な発想で

新しいまちづくりに挑戦できる。そして、その取組が互いに連携・協働した大きな力で未来のまちの姿を創

造していくことを目指します。

合言葉は、C
チ ャ レ ン ジ

hallenge &
アンド

 C
クリエイション

reation　（挑戦と創造）

まちづくりの重点テーマ

　将来都市像の実現や重点テーマの推進に向けて、今後、取り組むべき基礎的なまちづくり分野について、６つ

の政策を掲げ、それぞれ次のようなまちづくりを実践します。

■募集期限：５月15日（日）
■提出方法：任意の様式に①住所②氏名③電話番号を明記し、直接または郵送（消印有効）、
　　　　　　FAX、メールのいずれかで下記まで
■提 出 先：〒526-8501 長浜市八幡東町632　総合政策課
　　　　　　電話65-6505　FAX65-4006　*sougou@city.nagahama.lg.jp
■閲覧場所：総合政策課、市政情報コーナー（東館１階）、北部振興局、各支所、市ホームページ

かがやく

みなぎる つながる

　郷土を愛し、柔軟な発想力と多

様な価値観を持ちながら、次世代

を想像・創造していけるような、

人が“かがやく”まちを目指します。

　地域に関わる様々な主体
が連携・協力して資源や産
業を磨きあげ、都市の魅力
と競争力を高めることで、
仕事があり活力が“みなぎ
る”まちを目指します。

　予想される時代の変化
に前もって対応し、暮ら
しのあり方・価値観を再
構築しながら、一人ひと
りが幸せを見つけ、日々
の生活の中で“つながる”
まちを目指します。

目指す将来都市像

まちづくりの政策

「パブリックコメント」実施中!!
「長浜市総合計画　新基本構想（案）」がまとまりましたので皆さんからの意見を募集します。

教育・文化
～健やかで豊かな心が育つ～

産業・交流
～まちの魅力が光り
　　　　　活力にあふれる～

環境・都市
～水と緑に包まれ住まう～

健康・福祉
～いきいきと温かく生きる～

安心・安全
～不安なく穏やかに暮らす～

自治・行政
～市民と共に創る～

○�地域ぐるみの教育や、生涯学習・文化スポーツの活動
などを通じて、地域に暮らす全ての人が活躍できる�
まちづくり

○�一人ひとりの個性を認め合い伸ばし合いながら、豊か
な人間性を持ち、健やかに成長できる環境づくり

○�既存産業の活性化、新たな産業の創出・育成、雇用づ
くり、起業の支援など、地域経済基盤の安定と振興に
向けた取組

○�地域資源を保存・活用した新たな魅力創出と、その魅
力を生かした交流で賑わうまちづくり

○�豊かな自然環境を次世代に継承するため、一人ひとり
が身の周りの環境について考え実践できる環境負荷低
減に向けた取組

○�人口減少社会に対応した都市基盤の整備や生活環境の
向上、一人ひとりがつながりをもって生活できる地域
コミュニティづくり

○�健康づくりや、地域のなかで支え合う医療・福祉体制
の充実による、全ての人が、生涯を通じて充実した生
活を営むことができるまちづくり

○�地域の環（わ）のなかで、子どもたちが健やかに育ち、
各世代が安心して生活し、いきいきと活動できる環境
づくり

○�もしもに備えた危機管理体制の充実や、地域の防災・
防犯体制の充実による、災害・犯罪に強いまちづくり

○�消防や救急体制の更なる充実による、誰もが安心し安
全に生活できる環境づくり

○�時代の変化に伴って多様化・高度化するニーズや複雑化
する地域課題の解決に向けて、地域づくり協議会や自治
会、NPO、市民活動団体など、まちづくりに関わる多
くの主体や人材の力を育むとともに、その力を生かした
連携・協働による、官民一体となったまちづくり
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５
月
12
日
は

民
生
委
員・児
童
委
員
の
日

　

高
齢
者
や
し
ょ
う
が
い
を
お
持
ち
の
人
へ

の
支
援
が
必
要
な
と
き
、
子
育
て
や
介
護
で

の
心
配
ご
と
や
不
安
な
ど
、
困
っ
た
こ
と
が

あ
る
と
き
は
、
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
主
任
児
童
委
員
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
次
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

○
調
査
と
実
態
把
握

　

 　

地
域
住
民
の
生
活
状
態
を
必
要
に
応
じ

て
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま

す
。

○
相
談
・
援
助
、
情
報
提
供

　

 　

援
助
を
必
要
と
す
る
人
が
、
自
立
し
た

日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
生
活
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を

行
い
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利
用

す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
提
供
も
行
い

ま
す
。

○ 

関
係
者
・
団
体
と
の
連
携
、
関
係
行
政
機

関
へ
の
協
力

　

 　

社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
者
や
団

体
等
と
密
接
に
連
携
し
、
そ
の
事
業
や
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
関
係
行
政
機

関
の
業
務
に
協
力
し
ま
す
。

○ 

地
域
福
祉
活
動
と
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
活
動

　

 　

地
域
で
暮
ら
す
人
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
の
活
動
を
、
必
要
に
応
じ
て
行
い

ま
す
。
ま
た
、
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
で
組
織
す
る
「
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
」
に
お
い
て
、
委
員
同
士
の
情
報

交
換
や
連
絡
調
整
を
図
る
例
会
（
月
に
１

回
程
度
）
等
の
活
動
や
、
資
質
の
向
上
を

図
る
た
め
の
研
修
会
に
参
加
し
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
の
活
動

　

主
任
児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
中
で
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専

門
的
に
担
当
す
る
委
員
で
、
地
区
ご
と
に
選

任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
関
す
る
機
関
と
担
当
地
区
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
絡
調
整
や
、

援
助
お
よ
び
協
力
を
行
い
ま
す
。

公
共
交
通
に
は
利
点
が
い
っ
ぱ
い
！

　

電
車
は
時
間
に
正
確
で
安
全
、バ
ス
は
安

価
で
エ
コ
な
移
動
手
段
で
す
。さ
ら
に
、移
動

中
に
読
書
し
た
り
、休
息
す
る
な
ど
、自
動
車

の
運
転
中
に
は
で
き
な
い
時
間
の
使
い
方
が

で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、「
乗
っ
て
守
ろ
う
！
湖
北
の
公
共

交
通
」を
合
言
葉
に
、北
陸
本
線
や
湖
西
線
、

路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。通
勤
、通
学
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
電
車
利
用
に
便
利
で
お
得

　

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
定
期
券

　

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
定
期
券
な
ど
の
定
期
券
は
、

通
常
運
賃
と
比
べ
て
最
大
６
割
引
。ま
た
、Ｉ

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
定
期
券
は
現
金
を
チ
ャ
ー
ジ
す
れ

ば
、定
期
区
域
外
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
で
支
払
い
が
で
き

る
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
も
拡
大
中

で
、さ
ら
に
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※ 

鉄
道
定
期
券
の
販
売
は
利
用
開
始
日
の
14

日
前
か
ら
で
す
。最
寄
り
の
地
元
駅
で
ご

購
入
く
だ
さ
い
。（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
定
期
券
は

長
浜
、高
月
駅
で
販
売
中
）

※ 

詳
し
く
は
JR
お
で
か
け
ネ
ッ
ト（h

ttp
://

w
w
w
.jr-odekake.net/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
バ
ス
利
用
に
は
定
期
券
が
お
得
で
す

○
通
勤
定
期
券

　

 　

湖
国
バ
ス
、余
呉
バ
ス
と
も
に
、１
か

月
、３
か
月
、６
か
月
の
３
種
類
が
あ
り
、

割
引
率
は
期
間
や
距
離
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。（
割
引
率
：
約
30
〜
37
％
）

　

 　

ま
た
、湖
国
バ
ス
の
通
勤
定
期
券
は
、土

日
祝
日
に「
環
境
定
期
券
」と
し
て
利
用

で
き
、
通
勤
定
期
券
区
間
外
を
１
乗
車

１
０
０
円（
同
伴
の
家
族
も
１
乗
車
大
人

１
０
０
円
、小
人
50
円
）で
利
用
で
き
ま
す
。

○
学
生
向
け
定
期
券
等

　
【
湖
国
バ
ス
路
線
】

　

・ 

中
学
生
、
高
校
生
は
、
学
生
証
提
示
で

普
通
運
賃
が
１
０
０
円
割
引
。

　

・ 

１
か
月
１
万
円
で
、
長
浜
・
米
原
市
内

の
湖
国
バ
ス
路
線
が
乗
り
放
題
の
「
高

校
生
限
定
定
期
券
」
を
好
評
発
売
中
。

　
【
余
呉
バ
ス
路
線
】

　

・ 

中
学
生
、
高
校
生
は
、
学
生
証
提
示
で

木
ノ
本
駅
ま
た
は
余
呉
駅
で
乗
降
す
る

場
合
に
限
り
普
通
運
賃
が
２
０
０
円
。

　

※ 

詳
し
く
は
、市
ま
た
は
各
バ
ス
会
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

※ 

鉄
道
、バ
ス
と
も
、定
期
券
ご
購
入
時
に

は
、学
生
証
等
の
提
示
が
必
要
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

問
社
会
福
祉
課
（
☎
６
５

－

６
５
３
６
）

新
入
生
・
新
社
会
人
の
み
な
さ
ん

鉄
道
・
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
都
市
計
画
課
（
☎
６
５

－

６
５
６
２
）

　

滋
賀
県
東
北
部
に
お
け
る
都
市
計
画
区
域
の
再
編
に
あ

わ
せ
て
、「
長
浜
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
改
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

同
プ
ラ
ン
は
、
長
浜
市
と
し
て
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
、
各
地
域
の
特
性
を
ふ
ま
え
た
土
地
利

用
や
、
道
路
・
公
園
な
ど
の
将
来
に
お
け
る
都
市
整
備
の

方
針
を
明
示
す
る
も
の
で
す
。

　

プ
ラ
ン
の
改
定
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
お
よ
び
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
た
め
の
説
明

会
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

︻
開
催
日
程
︼
時
間
は
各
回
と
も
19
時
〜
20
時
30
分

　

５
月
９
日
（
月
）
木
之
本
公
民
館
３
階
集
会
室

　
　
　

11
日
（
水
）
び
わ
公
民
館
２
階
研
修
室

　
　
　

13
日
（
金
）
市
役
所
湖
北
支
所
２
階
大
会
議
室

　
　
　

17
日
（
火
）
市
役
所
本
庁
１
階
多
目
的
ル
ー
ム

　
　
　

19
日
（
木
）
虎
姫
公
民
館
第
２
研
修
室

※ 

お
住
ま
い
の
地
域
に
関
わ
ら
ず
、
ど
の
会
場
へ
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。（
申
込
不
要
）

　

長
浜
市
内
で
子
育
て
を
楽
し
む
パ
パ
や
マ
マ
は
も
ち
ろ

ん
誰
も
が
便
利
に
使
え
る
子
育
て
応
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
な
が
ま
る
キ
ッ
ズ
！
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

市
の
子
育
て
情
報
に
加
え
、
パ
パ

マ
マ
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
も
お
知

ら
せ
す
る
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市

が
一
緒
に
つ
く
る
サ
イ
ト
で
す
。

︻
掲
載
内
容
︼

○
こ
ど
も
カ
レ
ン
ダ
ー

　

 　

お
子
さ
ん
や
親
子
で
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
情
報

や
出
生
か
ら
１
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
に
関
わ
る
手
続
き

等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
知
り
た
い
！

　

 　

子
育
て
に
関
す
る
行
政
情
報
や
よ
く
あ
る
質
問
、
外

出
中
の
親
子
に
優
し
い
子
育
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
設
の

情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

○
つ
な
が
り
た
い
！

　

 　

長
浜
市
で
活
動
す
る
子
育
て
関
連
団
体
・
グ
ル
ー
プ

の
活
動
状
況
や
パ
パ
や
マ
マ
発
信
の
子
育
て
情
報
「
な

が
ま
る
特
派
員
レ
ポ
ー
ト
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
な
が
ま
る
キ
ッ
ズ
！　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　

h
ttp
://w
w
w
.ko
so
d
ate-n

agah
am
a.co

m
/

◆
な
が
ま
る
キ
ッ
ズ
！　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
:// w
w
w
.faceb

o
o
k.co

m
/ 

n
agam

aru
kid
s.ko

so
d
ate

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
説
明
会

問
都
市
計
画
課
（
☎
６
５

－

６
５
６
２
）

子
育
て
応
援
サ
イ
ト

「
な
が
ま
る
キ
ッ
ズ
！
」
ス
タ
ー
ト

問
子
育
て
支
援
課
（
☎
６
５

－
６
５
１
４
）

市立長浜病院からのお知らせ

５月22日（日）は病院内が停電します
問市立長浜病院病院機能強化推進室（☎６８－２３００）

改修工事に伴い、下記の日時に停電します。

ご不便をおかけしますので、不要不急の面会等はお控えいただきますようお願いします。

皆さまには、大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。

【停電日時】５月22日（日）　７時30分～17時
※進捗状況によって、多少時間が前後する可能性がありますのでご了承ください。
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︻
と　

き
︼
５
月
19
日
（
木
）

︻
と
こ
ろ
︼
本
庁
西
館
５
階　

５
―
Ｄ
会
議
室

︻
相
談
時
間
︼
10
時
〜
16
時

︻
申
込
み
︼　 

一
週
間
前
ま
で
に
、左
記
の
予
約
専
用
電
話
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
お
よ
び
伊

香
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
ゴ
ミ
の
持
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間
︵
各
施
設
と
も
︶

　

８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

◆
次
回
の
持
込
み
受
付
予
定
日

　

６
月
26
日
（
日
）

　

長
浜
駅
西
口
に
、
長
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
設
立
55
周

年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
ガ
ラ
ス
モ
ザ
イ
ク
壁
画
（
約

７
０
０
万
円
）
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

㈱
黒
壁
が
製
作
し
た
も
の
で
、
琵

琶
湖
や
長
浜
城
な
ど
を
背
景
に
秀
吉

公
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
観
光
客
や

市
民
を
華
や
か
に
出
迎
え
て
く
れ
ま

す
。

︻
寄
贈
者
︼

　

長
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

会
長　

藤
本　

経
次 

氏

　

介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
に
向
け
た
実
務
者
研
修
の
受

講
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

︻
対
象
・
条
件
︼

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

・ 

市
内
の
福
祉
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
、
ま
た
は
勤
務

す
る
意
向
が
あ
る
こ
と

・ 

市
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
に
未
納
が
な
い

こ
と

・
他
か
ら
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
を
受
講
し
、
修
了
す
る
こ
と

︻
助
成
金
額
︼

　

受
講
料
の
１
／
２
以
内
（
上
限
10
万
円
）

︻
申
請
方
法
︼

　

左
記
窓
口
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受

講
修
了
日
ま
で
に
直
接
窓
口
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
ま
た
は
事
業
所
が
申
請
で
き
ま
す
。

※ 

申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※ 

こ
の
事
業
は
、
平
成
29
年
度
ま
で
の
期
間
限
定
事
業
と

し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
。

　

企
業
的
な
農
業
経
営
に
必
要
な
力
を
養
う
、
農
業
版
の

創
業
塾
「
な
が
は
ま
ア
グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

︻
時　

期
︼
７
月
〜
平
成
29
年
２
月
（
全
６
回
）

︻
と
こ
ろ
︼
長
浜
市
内
（
市
役
所
、
大
学
施
設
等
）

︻
対　

象
︼
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
の
あ
る
農
業
者
等

︻
人　

数
︼
20
人
程
度
（
市
内
在
住
者
優
先
）

︻
申
込
期
限
︼
５
月
31
日
（
火
）
ま
で

︻
参
加
費
︼
無
料
（
交
通
費
、
食
費
等
は
実
費
）

︻
申
込
み
︼　 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
送
、Ｆ
Ａ

Ｘ
、ま
た
は
直
接
左
記
ま
で
。申
込
書
は
右
記
担

当
課
お
よ
び
左
記
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

秋
に
開
催
す
る
「
み
ん
な
で
こ
ん
せ
長
浜
音
楽
祭

２
０
１
６
」
に
出
演
す
る
湖
北
地
域
の
音
楽
団
体
を
募
集

し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
音
楽
祭
を
つ
く
り
あ
げ
、
音
楽
を
通
じ
て
交

流
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

︻
と　

き
︼
11
月
19
日
（
土
）
〜
20
日
（
日
）

︻
と
こ
ろ
︼
長
浜
文
化
芸
術
会
館
（
大
島
町
）

︻
演
奏
時
間
︼
合
唱
団
体
：
10
分
間

　
　
　
　
　

器
楽
団
体
：
15
分
間

　
　
　
　
　

※
い
ず
れ
も
入
退
場
を
含
む
。

︻
対
象
・
条
件
︼　 

長
浜
市
・
米
原
市
で
活
動
し
て
い
る
合
唱
ま
た

は
器
楽
の
団
体
を
対
象
と
し
ま
す
。申
込
多
数

の
場
合
は
、抽
選
に
よ
り
出
演
団
体
を
決
定
し

ま
す
。参
加
団
体
は
実
行
委
員
会
組
織
に
入
り
、

協
賛
広
告
集
め
や
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
。

︻
参
加
料
︼
３
０
０
円
／
人

︻
申
込
み
︼　 

５
月
22
日（
日
）ま
で
に
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直
接

左
記
ま
で
。

　

姉
妹
都
市
の
ド
イ
ツ
・
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
市
へ
派
遣
す

る
「
長
浜
市
青
年
使
節
団
」
の
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

滞
在
中
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
う
な
ど
、
交
流
を
通
じ

て
国
際
交
流
・
異
文
化
理
解
を
深
め
ま
す
。

︻
派
遣
期
間
︼
８
月
21
日
（
日
）
〜
31
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
（
ま
た
は
、
８
月
22
日
（
月
）
〜
31
日
（
水
））

︻
応
募
資
格
︼　 

４
月
１
日
現
在
、満
18
歳
以
上
30
歳
未
満
の

市
内
在
住
者
で
、健
康
で
団
体
行
動
に
協
調

で
き
る
人
。ま
た
、必
要
最
低
限
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力（
英
語
ま
た
は
ド
イ
ツ
語
）

が
あ
る
人
。

︻
募
集
人
数
︼
８
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

︻
締
め
切
り
︼
５
月
31
日
（
火
）
必
着

︻
参
加
経
費
︼　 

一
人
あ
た
り
約
21
万
５
千
円（
う
ち
、市
よ
り

　
　
　
　
　　

 

10
万
円
を
上
限
に
支
給
し
ま
す
。参
加
経
費

が
変
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

︻
応
募
方
法
︼　 

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
送
、メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
担
当
課
ま
で
。申
込
用
紙
は
担

当
課
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
未
成
年
者
の
参
加
は
、
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
日
年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

問
彦
根
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

（
☎
０
７
４
９

－

２
３

－

１
１
１
６
）

５
月
₂₂
日（
日
）は

ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
が
可
能
で
す

問
環
境
保
全
課
（
☎
６
５

－
６
５
１
３
）

長
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

問
長
浜
駅
周
辺
ま
ち
な
か
活
性
化
室
（
☎
６
５

－

６
５
４
５
）

「
み
ん
な
で
こ
ん
せ
長
浜
音
楽
祭
」

出
演
団
体
募
集

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
６
５

－
８
７
８
７
）

問
合
せ
・
申
請
先

　

高
齢
福
祉
介
護
課
〈
東
館
１
階
〉

　

☎
６
５‒

７
７
８
９

予
約
専
用
電
話

　

彦
根
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
４
９‒

２
３‒

５
４
８
９

　
　
（
平
日
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

　

※
こ
の
電
話
で
は
、
予
約
の
み
受
付
し
ま
す
。

問
合
せ
・
申
請
先

　
（
一
社
）
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
研
究
会

　

〒
５
２
６‒

０
８
２
９　

田
村
町
１
２
８
１‒

８

　

☎
６
５‒

８
８
０
８　

６
５‒

８
８
５
８

問
合
せ
・
応
募
先

　

市
民
活
躍
課
〈
西
館
３
階
〉

　

〒
５
２
６‒

８
５
０
１　

八
幡
東
町
６
３
２

　

*katsu
yaku

@
city.n

agah
am
a.lg.jp

問
合
せ
・
申
込
先

　

長
浜
音
楽
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
長
浜
文
化
芸
術
会
館
内
）

　

☎
６
３‒

７
４
０
０　

６
３‒

７
４
０
１

第
一
期「
な
が
は
ま
ア
グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
」を
開
講
し
ま
す

問
商
工
振
興
課
（
☎
６
５

－

８
７
６
６
）

「
介
護
福
祉
士
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

応
援
金
」
を
交
付
し
ま
す

問
高
齢
福
祉
介
課
（
☎
６
５

－

７
７
８
９
）

長
浜
市
青
年
使
節
団
員

募
集
の
お
知
ら
せ

問
市
民
活
躍
課
（
☎
６
５

－

８
７
１
１
）

熊本地震被災者への義援金を募集します。
お寄せいただいた義援金は、日本赤十字社、
共同募金会を通じて被災地へお届けします。

皆さんのご協力をお願いします。

【受付方法】
①義援金受付窓口
　長浜市社会福祉協議会本部・各センター
②募金箱
　○長浜市社会福祉協議会本部・各センター
　○市役所本庁・北部振興局および各支所

【受付期限】６月30日（木）

熊本地震 義援金募集
問長浜市社会福祉協議会 総務課

（☎78－8294）
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長
刀
組

太
刀
渡
り

　日
本
三
大
山
車
祭
の
一
つ
で
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
長
浜
曳
山
ま
つ
り
」。
本
日
と
な
る
15
日（
金
）は
晴
天
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
が
見

事
な
狂
言
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　そ
ん
な
長
浜
曳
山
ま
つ
り
を
含
む
全
国
33
の
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
が
、
今
年

秋
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
、
現
在
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。     

曳
山
は
動
く
美
術
館
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
、
職
人
の
技
術
が
集
結
し
た
も
の
で
あ
り
、

ま
た
曳
山
行
事
は
世
代
を
超
え
て
長
年
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ど
ち
ら
も
が

登
録
の
対
象
で
す
。

　こ
の
た
び
の
提
案
は
、
長
浜
曳
山
ま
つ
り
が
世
界
に
向
け
て
発
信
で
き
る
文
化
遺

産
と
し
て
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
全
国
に
、
世
界
に
誇

れ
る
長
浜
市
の
財
産
と
し
て
保
存
伝
承
し
て
い
く
機
運
を
高
め
た
い
も
の
で
す
。

壱
番
山

翁
山

お
園
六
三
郎

浪
華
の
春
雨

弐
番
山

孔
雀
山

梶
原
平
三
誉
石
切

参
番
山

常
磐
山

妹
背
山
婦
女
庭
訓

三
笠
山
御
殿
の
場

四
番
山

萬
歳
樓

傾
城
阿
波
の
鳴
門

ど
ん
ど
ろ
大
師
の
場

三
番
叟

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

　
　
　
　
　
　
　
　登
録
へ
提
案

長浜曳山まつり
４月13日（水）～16日（土）

長浜曳山まつり
４月13日（水）～16日（土）
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ながはま 見聞録 Nagahama Hotnews

https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報課（☎65－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索

ながはま 見聞録 Nagahama Hotnews

https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報課（☎65－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索

3月25日（金）～ ４月６日（水）
宇宙と太古のロマンを堪能
　江北図書館で隕石と恐竜化石の展示が行われました。この展
示は、子どもたちに科学への関心を持ってもらうとともに、図
書館に足を運ぶきっかけになればと開かれたもので、隕石13点
と恐竜化石33点が並べられました。展示の中には、「宇宙パワー
実体感コーナー」として、隕石の実物や、隕石が落ちた衝撃で
ガラス状になったテクタイトと呼ばれる岩石に、直接触れるこ
とができるコーナーも用意され、来場者を喜ばせました。

３月26日（土）、27日（日）
暮らしの中で、うつわが育つ
　北海道から長浜市へ移住してきた陶芸家、七尾佳洋さんとう
た子さんのお家見学会と作品展覧会が開かれました。ところは
北国街道木之本宿。明治８年の古民家を、住宅兼仕事場として
リノベーションし、昨年秋、長浜市へ引っ越してきました。佳
洋さんは、「主に食器などの使える陶器を作っています。それを
使うことでその人の暮らしに馴染み、色が変わるなど変化して
いくことを楽しんでほしい」と話しています。

４月２日（土）
見守りたい、子どもたちの晴れ舞台
　木之本町の意

お ほ ふ ら

冨布良神社で例祭が行われました。
　地元の子どもたちが可憐な巫女さんと稚児さんとなって、境
内に花を咲かせました。その後、子どもみこしが町内を巡って
ご加護をお祈り。３時間を越える長丁場でしたが、辻々で休憩
しながら境内を目指しました。北国街道で、子どもたちを温か
く見守る町内の人々の温かい眼差しが、伝統を受け継がれてき
たと感じさせます。

４月２日（土）
『観音の里』を感じる春祭り
　渡岸寺観音堂（向源寺）において「観音の里春まつり」が開か
れました。
　つきたて餅の振る舞い、獅子舞、福餅まきなど、心のこもっ
たおもてなしで自然と頬も緩み、境内は笑顔が溢れました。福
餅まきの主役、新一年生の子どもたちが可愛い法被姿でやぐら
の上に登場。詰めかけた人々に元気いっぱい福餅をまく姿がさ
らに笑顔を誘いました。

４月４日（月）
本だからこその感動を　
　大塚産業グループの新入社員４人が教育委員会を訪れ、図書
館資料（10万円相当）を寄贈しました。
　長浜図書館の開館を契機に、地域人材の育成を目的に始まっ
たこの寄贈は今年で33回目。この日は、代表の岩﨑望さんから
「幅広く利用していただければ」と目録が手渡され、教育長は、「本
だから得られる感動がある。とてもありがたく思います」と謝
辞を述べました。

４月５日（火）
交通安全啓発体制が整いました
　長浜市交通指導員に新たに51人が委嘱されました。うち13人
は、警察官OBで組織する「滋賀県警友会」の長浜支部・伊香支
部から推薦を受けて委嘱した方々で、豊富な知識と経験を生か
して、交通安全啓発を進めていただきます。
　交通指導員を警友会から推薦いただくのは、県内自治体初の
試みで、全国的にも先進的なものです。２年間の任期中、自治
会の交通安全教室の指導にあたっていただきます。

４月10日（日）
春の祭典で賑わいました
　臨湖で、「イースターフェスタ」が開催されました。
　イースターは、キリスト教徒にとって最も重要な祭日のこと
ですが、臨湖では、子どもから高齢者まで楽しめるイベントと
して催しています。会場には、約40店のフリーマーケットや手
作りのワークショップができるブースが並んだほか、イースター
にちなんだゲームが催され、多くの人で賑わいました。

４月13日（水）
長浜市連合自治会から貴重な提案　
　長浜市連合自治会は、このたび人口減少社会における施策等
の提案書をまとめられ、長浜市長に提出しました。内容は少子
化対策や雇用労働対策など幅広いもので、提案を受けて市長は
「市民に寄り添った大変良い提案をいただいた。取組は行政だけ
では難しいので、連合自治会にもご協力をいただきたい」と応
じていました。
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長浜市福寿大学の受講生を募集します
問長浜市民交流センター（☎６５－３３６６）

　健康、歴史、政治、経済、くらしなどをテーマにし

た全７回の講座です。心豊かな生きがいのある人生を

送りませんか。

【ところ】長浜市民交流センター(地福寺町)
【対　象】市内在住・在勤の人 【定　員】２８０人(先着順)

【受講料】２,５００円(全７回)
【申込期間】５月12日(木)～17日(火) 
　　　　　９時～16時(水曜日休館)

【申込み】   受講料を添えて長浜市民交流センター窓口まで。
　　　　　(定員になり次第締切)

 
 

　

熊
本
地
震
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
対
し
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
甚
大
な
被

害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
方
に
対
し
ま
し

て
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

市
で
は
、
熊
本
地
震
長
浜
市
支
援
対

策
本
部
を
設
置
し
、
全
庁
的
な
取
組
み

と
し
て
必
要
な
支
援
が
迅
速
か
つ
適
切

に
行
え
る
体
制
を
整
え
て
お
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
共
々
、
積
極
的
に
被
災
地
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

新
設
長
浜
北
高
校
が
開
校

　

新
し
い
時
代
の
要
請
に
応
じ
た
県
立

長
浜
北
高
等
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

　
『
教
育
は
国
家
百
年
の
大
計
』。
こ
の

言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、
新
し
く
開
校

さ
れ
た
長
浜
北
高
校
は
、
ま
さ
し
く
「
長

浜
百
年
の
大
計
」
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
平
成
23
年
７
月
、
唐

突
に
県
教
委
か
ら
発
表
さ
れ
た
県
立
高

校
再
編
計
画
（
原
案
）
で
は
、
財
政
論

に
よ
る
長
浜
高
校
と
長
浜
北
高
校
の
統

合
計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
契

機
に
地
域
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者

の
皆
さ
ん
か
ら
様
々
な
意
見
や
提
言
が

大
き
な
う
ね
り
と
な
り
、
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
私
は
市
長
と
し
て
、「
長
浜
市
の

将
来
に
大
き
く
影
響
す
る
」
と
判
断
し
、

県
知
事
や
県
教
育
長
と
交
渉
し
、「
長
浜

の
未
来
を
拓
く
教
育
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
、
研
究
結
果
を
報
告
す
る
ま
で

待
つ
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。
こ
の
委

員
会
で
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
熱
心
な
議

論
を
積
み
重
ね
、
地
域
の
熱
い
思
い
を

結
集
し
た
提
言
を
取
り
ま
と
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
提
言
内
容

が
全
面
的
に
盛
り
込
ま
れ
た
新
校
の
設

置
が
決
ま
り
ま
し
た
。
両
高
校
の
長
い

歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
、
夢
と
希
望
を

抱
き
な
が
ら
未
来
へ
と
飛
躍
す
る
統
合

新
校
が
立
派
に
開
校
さ
れ
た
こ
と
に
、

感
慨
無
量
で
あ
り
、
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　

３
２
０
人
の
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
入

学
お
め
で
と
う
。
新
し
い
出
会
い
や
多

く
の
友
人
、
仲
間
の
で
き
る
機
会
が
あ

り
、
新
た
な
挑
戦
が
で
き
る
無
限
の
可

能
性
が
広
が
り
ま
す
。
記
念
す
べ
き
一

期
生
と
し
て
、
新
た
な
歴
史
の
１
ペ
ー

ジ
に
足
跡
を
残
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

市長
コラム◯70

※至誠通天
　誠を尽くせば天が
　味方してくれること

▲新設・長浜北高等学校
　開校式（校旗の披露）

回 開講日 テ　ー　マ 講　師（敬称略）

１  6月28日（火）「長浜・びわ湖・日本」 元大蔵大臣　元滋賀県知事
 武村 正義

２  7月21日（木）「大谷吉継の生涯」～石田三成の盟友の実像～
長浜城歴史博物館　館長
 太田 浩司

３  8月18日（木）「心の荷物をおろす108の智慧」　～世界一ホッ！とする妙慶さんのいい話～
真宗大谷派僧侶 アナウンサー
 川村 妙慶

４  9月 2日（金）「安心して楽しく老いる街づくり人づくり」 京都大学医学研究科 医学研究科付属ゲノム医学センター　准教授
 田原 康玄

５ 10月11日（火）「ストレスコントロールで心のパワーを高めよう！」こころ元気研究所　所長　 鎌田 敏

６ 11月14日（月）「湖国の自然と民話とともに」　～小鳥になって歌いましょう～
作曲家　声楽家
 野々垣 恵信

７ 11月29日（火）「暮らしにもっと笑いを」～笑いは元気のサプリメント～　講演と落語
落語家
 露の 紫

※ 講座時間はいずれも13時30分～15時30分

市政の動き
（３月16日～４月15日）

市役所内で行われた会議について、その内容を概略で
お知らせします。詳しくはホームページまで。

会議名など 内　容

３月22日（火）
第２回長浜市景観審議会
担当課：都市計画課（☎６５－６５６２）

景観重要建造物（春日山山蔵）の現状変更への許可につい

て、意見を付けて同意することを議決しました。

３月23日（水）
第１回長浜市みどりの基本計画検討委員会
担当課：都市計画課（☎６５－６５４１）

現在の基本計画と市の現状について事務局から説明を受

け、基本計画の問題点および改正案について意見交換を行

いました。

３月24日（木）
第５回長浜市産業文化交流拠点整備検討会議
担当課：産業文化交流拠点整備室
（☎６５－６９０７）

事務局から前回会議のふりかえりとその後の動き、長浜市

産業文化交流拠点整備事業計画の策定について説明を受

け、今後の事業の進め方や施設づくりに対する意見交換を

行いました。

３月24日（木）
第４回長浜市総合計画審議会
担当課：総合政策課（☎６５－６５０５）

次期総合計画の策定にあたり、事務局から将来目指すべき

都市像やまちづくりの重点テーマ・政策など、新基本構想

の案について説明を受け、内容を協議しました。

３月25日（金）
第３回田村駅周辺整備基本構想策定懇話会
担当課：都市計画課（☎６５－６５６２）

素案作成に向け、田村駅周辺のまちづくりの方向性や整備

内容について担当課から説明を受け、意見交換を行いまし

た。

３月28日（月）
平成26・27年度第11回長浜市図書館協議会
担当課：長浜図書館（☎６３－２１２２）

平成27、28年度の事業について事務局から説明を受け、意

見交換を行いました。また、図書館の組織機構の変更につ

いて事務局から説明を受けました。

３月28 日（月）
第２回長浜市子ども読書活動推進会議
担当課：長浜図書館 （☎６３－２１２２）

平成27年度の事業報告と読み聞かせに関するアンケート

調査の結果について事務局から説明を受け、意見交換を

行ったほか、子ども読書活動推進における指標の推移につ

いて協議しました。

３月28日（月）
第１回長浜市建築審査会
担当課：建築住宅課（☎６５－６５３３）

建築基準法第３条第１項第３号に基づく保存建築物の指

定について説明を受けて同意したほか、同法第43条第１項

ただし書きの許可について説明を受け、同意しました。ま

た同条に基づく事後報告がありました。

３月30日（水）
第２回長浜市多文化共生・国際化のまちづくり市民会議
担当課：市民活躍課（☎６５－８７１１）

長浜市多文化共生・国際化のまちづくり行動計画の進捗状

況、外国人市民満足度および企業調査の結果について事務

局から報告を受け、意見交換を行いました。

４月12日（火）
第３回長浜市都市計画マスタープラン改定委員会
担当課：都市計画課（☎６５－６５６２）

長浜市都市計画マスタープラン素案（案）について担当課

から説明を受け、質疑応答及び意見交換をするとともに、

長浜市の目指す都市像（将来像）を協議しました。
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第28回長浜市陸上競技大会

病
院
機
能
の
再
構
築

　

４
月
１
日
付
け
で
院
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
今
後
の
当
院
の

運
営
に
つ
き
ま
し
て
一
言
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

診
療
支
援
棟
が
、
昨
年
10
月
に

竣
工
し
ま
し
た
。
病
院
全
体
の
機

能
を
再
構
築
し
、
病
院
が
持
つ
強

み
を
活
か
す
目
的
で
、
平
成
23
年

度
に
基
本
構
想
に
着
手
、
基
本
設

計
・
実
施
設
計
を
経
て
、
平
成
26

年
度
よ
り
建
設
工
事
に
着
手
し
て

お
り
ま
し
た
。

　

地
上
４
階
建
て
で
、
１
階
に
救

急
セ
ン
タ
ー
、
Ｍ
Ｒ
、
Ｃ
Ｔ
、
中

央
監
視
室
、
２
階
に
医
局
、
女
性

医
師
専
用
ラ
ウ
ン
ジ
、
宿
直
室
、

３
階
に
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
Ｃ
Ｃ
Ｕ
、
中
央

手
術
室
、
心
臓
用
血
管
撮
影
室
、

頭
部
血
管
撮
影
室
、
４
階
に
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
を
配
置
し
ま
し
た
。
脳
や
心
臓

の
血
管
障
害
に
対
す
る
迅
速
か
つ

高
度
な
医
療
の
提
供
、
本
館
で
分

散
し
て
い
る
各
種
検
査
機
能
の
集

約
や
集
中
治
療
の
改
善
、
が
ん
診

療
連
携
拠
点
病
院
と
し
て
の
診
療

機
能
強
化
、
高
度
医
療
を
提
供
で

き
る
医
師
の
確
保
、
女
性
医
師
を

は
じ
め
と
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

ア
メ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

心
臓
用
血
管
撮
影
室
に
は
バ
イ

プ
レ
ー
ン
型
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル

デ
ィ
テ
ク
タ
搭
載
心
臓
血
管
撮
影

装
置
を
導
入
し
ま
し
た
。
検
査
時

間
、
被
ば
く
線
量
、
造
影
剤
の
使

用
量
を
低
減
し
つ
つ
、
心
筋
梗
塞
、

狭
心
症
な
ど
の
冠
動
脈
疾
患
に
威

力
を
発
揮
し
ま
す
。
頭
部
血
管
撮

影
室
に
は
バ
イ
プ
レ
ー
ン
型
新
型

Ｆ
Ｐ
Ｄ
搭
載
頭
部
用
ア
ン
ギ
オ
装

置
を
導
入
し
ま
し
た
。
３
Ｄ
画
像

構
築
が
可
能
と
な
り
、
頭
部
血
管

撮
影
室
で
開
頭
手
術
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　

４
月
現
在
も
、
診
療
支
援
棟
周

囲
の
既
存
棟
の
改
築
を
進
め
て
お

り
、
総
合
的
に
患
者
を
支
援
す
る

セ
ン
タ
ー
や
、
新
し
い
売
店
・
食

堂
の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
病
院
の
機
能
改
革
、
職

員
の
意
識
改
革
に
取
り
組
み
、
湖

北
の
基
幹
病
院
と
し
て
在
り
続
け

る
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

市立病院通信‒◯‒61

このコーナーでは、市立長浜病院のスタッフの紹介を兼ねて、病院
施設や体制のほか、生活に役立つ“健康豆知識”などを紹介します。

問

市
立
長
浜
病
院

　

 （
☎
６
８
―
２
３
０
０〈
代
表
〉）

【と　き】　６月５日(日)　８時～　雨天決行

【ところ】　浅井ふれあいグラウンド(大依町)浅井文化スポーツ公園内

【出場資格・規定および参加費】
■市内に在住・在勤・通学の小学４年生以上の人
　１人２種目以内の出場(但しリレーは除く)
　参加費　１人200円

■市外の小学４年生以上の人　※オープン参加。表彰の対象になりません。
　１人１種目の出場(但しリレーは除く)
　参加費　１人300円

【競技種目】 各年代男女別に100ｍ走、リレー、走り幅跳びなど
　　　　　　各種目を予定しています。

【申込期限】５月22日(日)

※100ｍと走幅跳の組合せで、２種目出場することはできません。
※競技種目や参加申込み方法など、詳しくは下記まで。

問・申 浅井B&G海洋センター（☎７４－３３５５） ▲大会の様子（昨年）

第28回長浜市陸上競技大会
参加者募集

　

水
瓶
は
、
梵
語
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
）
で
「
軍ぐ

ん

持じ

」
と
い
い
、
比び

丘く

の
持

つ
べ
き
十
八
物
の
一
つ
で
、
本
来
は
僧

具
（
僧
侶
の
日
常
品
）
で
す
。
イ
ン
ド

で
は
、
浄
瓶
と
触
瓶
の
二
種
類
が
あ
り
、

浄
瓶
は
飲
用
水
を
、
触
瓶
は
手
洗
水
や

身
を
清
め
る
た
め
の
水
の
容
器
で
し
た
。

そ
の
後
、
仏
菩
薩
に
供
え
る
供
養
具
と

し
て
用
い
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
も
の
で

す
。
奈
良
時
代
の
水
瓶
に
は
、
王
子
形

水
瓶
と
注
口
の
あ
る
仙せ

ん

盞さ
ん

形が
た

水
瓶
が
あ

り
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
布ふ

薩さ
つ

形が
た

が
で
き
、
布ふ

薩さ
つ

会え

に
用
い
ら
れ
ま
し

た
。
布
薩
会
は
、
半
月
ご
と
に
僧
侶
が

集
ま
り
互
い
に
自
己
の
罪
過
を
懺
悔
す

る
儀
式
で
し
た
。
布
薩
形
水
瓶
は
、
膨

ら
み
の
あ
る
胴
に
、
外
反
り
の
口こ

う

縁え
ん

付つ
き

長ち
ょ
う

頸け
い

と
鶴か
く

首し
ゅ

形が
た

の
注
口
を
持
っ
て
い
ま

す
。
口
縁
に
は
、
尖

と
が
り

台だ
い

と
い
う
塔と
う

形が
た

紐ち
ゅ
う

を
附
し
た
蓋
を
持
つ
の
が
通つ
う

形ぎ
ょ
うで
す
。

　

こ
の
水
瓶
は
、
布
薩
形
で
す
。
鋳
銅

製
の
挽
物
仕
上
げ
で
漏ろ

う

斗と

形が
た

の
口
縁
と

頸
、
撫
肩
か
ら
始
ま
る
下
膨
れ
の
豊
か

な
胴
部
、
肩
に
は
鶴
首
形
の
注
口
を
つ

け
、
外
開
き
の
高
台
裏
に
は
銅
板
の
底

板
を
嵌
め
込
ん
で
い
ま
す
。
注
口
の
基

部
に
菊
花
座
を
据
え
、
長
頸
中
央
と

肩
・
胴
・
高こ

う

台だ
い

裾
に
紐
を
巡
ら
す
簡
素

な
装
飾
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
に

頸
が
長
く
、
大
き
く
張
っ
た
胴
に
注
口

を
つ
け
る
形
は
、
中
世
の
水
瓶
の
典
型

的
な
姿
で
す
。
蓋
の
尖
台
が
、
欠
失
し

て
い
る
の
が
惜
し
ま
れ
ま
す
。
こ
の
水

瓶
の
高
台
付
根
の
上
に
、
針は

り

書が
き

銘め
い

が
あ

り
「
敏び

ん

満ま
ん

寺じ

西に
し

谷た
に

西さ
い

迎ご
う

院い
ん

住じ
ゅ
う

侶り
ょ

尊そ
ん

道ど
う

坊ぼ
う

　

弘
安
十
一
年
三
月
下
旬
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
奈
良
法
隆
寺
の
乾
元
２
年

（
１
３
０
３
）
銘
、
東
大
寺
の
嘉
元
３
年

（
１
３
０
５
）
銘
の
水
瓶
と
共
に
、
鎌
倉

時
代
を
代
表
す
る
基
準
作
例
の
一
つ
と

し
て
そ
の
価
値
は
非
常
に
高
い
史
料
で

す
。

　

な
お
こ
の
水
瓶
の
あ
っ
た
敏
満
寺
は
、

滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
に
所
在
し
た
天

台
系
寺
院
で
、
現
在
は
廃
絶
し
て
い
ま

す
。
何
ら
か
の
縁
で
、
竹
生
島
に
伝
来

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

︻ 

弘
安
11
年
︵
１
２
８
８
︶　

高
24
・
４
㎝  

胴
径
14
・
０
㎝
︼

シリーズ○ 

※平成27年７月１日現在

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、448件※ある文化財の中から
代表的なものをシリーズで紹介します。

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、448件※ある文化財の中から
代表的なものをシリーズで紹介します。

61

重要文化財工芸品

銅
ど う

水
す い

瓶
びょう

　一口
指定年月日 　昭和52年6月11日
所　有　者 　竹生島宝厳寺（早崎町）

問

長
浜
城
歴
史
博
物
館

　

 

（
☎
６
３
‐
４
６
１
１
）

▲銅水瓶

口縁

鶴首形注口

菊花座

長頸

胴部

高台

紐

市立長浜病院  院長
神田　雄史
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情報ひろば 市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報課（☎６５－６５０４）までご連絡ください。

催　し
◆講演会「戦国武家の生活文化」
【と　き】　 ５月13日（金）13時30分～
【ところ】　 浅井図書館（大依町）
【講　師】　 福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館
　　　 　 文献調査専門員  佐藤 圭 氏
【定　員】　 60人（先着順）
【参加費】　 500円
【申込み】　 電話で下記まで。
問浅井歴史民俗資料館
　（☎７４－０１０１）

◆第14回チャリティ茶会
「女性と女児に輝く未来を」をテーマ
に、茶会を開きます。
【と　き】　 ５月18日（水）10時～15時
【ところ】　 北ビワコホテルグラツィエ
【お茶券】　 4,000円（香煎席、薄茶席、

点心席）
【申込み】　 チケットは北ビワコホテル

グラツィエもしくは下記まで。
問国際ソロプチミスト長浜  下村
　（☎６３－６０８０）

◆一日回峰行
歴史と季節を小谷城山麓で体感くださ
い。下山後、講演会と茶会を開きます。
【と　き】　 ５月21日（土）９時～
　　　 　 悪天候時29日（日）
【集合場所】　 五先賢の館（北野町）
【対　象】　 小学生以上（３年生以下は

保護者同伴）
【定　員】　 70人（先着順）
【講　演】　 「大河ドラマ真田丸・その時代」
　　　 　 西原雄大 学芸員
【参加費】　 500円（小・中学生無料）
【申込み】　 氏名、電話番号を電話また

はＦＡＸで下記まで。
問・申  五先賢の館（☎７４－０５６０  

７４－０９１０）

ちで介助者の同行が必要な
人は下記まで問合せ。

【定　員】　 50人 
（応募多数の場合は抽選）

【参加費】 　 5,000円程度 
（介助者自己負担）

【応募方法】　 はがきに①郵便番号、住所、氏
名（ふりがな）、生年月日、性別、
戦没者との続柄、電話番号、②
戦没者の氏名（ふりがな）、戦没
時の本籍都道府県名、陸・海軍
の別を記入して下記まで（５月
31日（火）消印有効）

問・申  滋賀県健康福祉政策課援護係
　　（☎０７７－５２８－３５１４
　　〒520-8577大津市京町四丁目1-1）

◆ 国際フェスタ～ながはま多文化共生～
スタッフ募集

国籍を超えた仲間と一緒にイベントを
作り上げませんか。皆さんのアイデアが
イベントになります。どなたでも参加い
ただけます。申込みは電話で下記まで。
○第１回ミーティング
【と　き】　 ５月30日（月）19時～
【ところ】　 長浜市多文化共生・国際文

化交流ハウスＧ
ジ オ

ＥＯ（神照町）
問・申  長浜市民国際交流協会
　　（☎６３－４４００）

◆日本語教室ボランティア講師募集
長浜ユネスコ協会では、市内に暮らす
外国人の生活を支援するため、日本語
教室を開講しています。授業は日本語
で行います。日本語教育に関心のある
人や国際交流に携わりたい人はご連絡
ください。資格は不要です。
【開講日】　 週２回（水・土曜日）
　　　 　 19時～20時30分
　　　 　 ※どちらかの曜日だけでも可
【会　場】　 長浜市多文化共生・国際文

化交流ハウスＧ
ジ オ

ＥＯ（神照町）
問・申  長浜ユネスコ協会事務局 
〈生涯学習課内〉（☎６５―６５５２）

相　談
◆福祉のお仕事探し出張相談
福祉の仕事探しについて相談をお受
けします。気軽にお立ち寄りください。
【と　き】　５月13日（金）
　　　 　 13時30分～16時
【ところ】　 北部振興局（木之本町木之本）
問湖北介護・福祉人材センター
　（☎６４－５１２５）

◆いきいき健康フェスティバル！
「幸せは心と体の健康から」をテーマに、
子どもから大人まで楽しめるイベントです。
ぜひご家族そろって遊びにきてください。
【と　き】　 ５月22日（日）10時～16時
【ところ】　 長浜バイオ大学（田村町）
【内　容】　 講演会、健康講座、血管年齢測

定、血糖値測定、お薬相談、歯
科検査、体力測定、骨密度測
定、手術縫合体験、科学実験教
室、ちびっこ薬剤師体験、ロー
ドトレイン、消防はしご車見学、
献血、野外ステージ、飲食など

問NPO法人健康づくり０
ゼロ

次クラブ
　（☎０７４９－５０－３１９１）

◆ピュアブラス 第３回定期演奏会 
長浜市・米原市でのイベントなどを中心
に、地域に根付いた演奏活動をしている
吹奏楽団「ピュアブラス」の定期演奏会です。 
【と　き】　 ５月22日（日）
　　　 　 13時30分開場　14時開演 
【ところ】　 ルッチプラザ（米原市長岡）
【曲　目】　 ほら吹き男爵の冒険
　　　 　 サザンオールスターズ・メ

ドレー、ミス・サイゴン  他
※申込不要、入場無料 
問ピュアブラス　伊藤
　（☎０９０－８６５４－９８１８）

◆国際交流特別講演会
外国人市民が消防団として活躍してい
る草津市の取り組みを紹介する講演会
です。交流会にもぜひご参加ください。
【と　き】　 ５月22日（日）
　　　 　 講演会 14時～　交流会 15時～
【ところ】　 長浜市多文化共生・国際文

化交流ハウスＧ
ジ オ

ＥＯ（神照町）
【講　師】　 草津市危機管理課防災専門監
　　　 　 岩佐卓實 氏 ほか
【定　員】　 50人
【参加費】　 講演会は無料。交流会500円（会員無料）
【申込み】電話で下記まで。
問・申長浜市民国際交流協会（☎６３－４４００）

◆相続等無料相談会
司法書士、弁護士、税理士が、相続・
遺言・不動産・税金・裁判等の相談を
無料で受付けます。些細なことで
も、お気軽にご相談ください。
【と　き】　５月29日（日）13時～17時
【ところ】　 米原公民館（米原市下多良）
※予約を優先します。
問司法書士法人equal（イコール）
　（☎０７４９－２４－５１３１）

講座・教室
◆弓道スポーツ教室
弓道をやってみたいと思っていた社会
人の皆さん、気軽にご参加ください。
【と　き】　 ５月24日（火）～６月21日（火）の

毎週火・土曜日19時30分～21時
【ところ】　 長浜市民弓道場（宮前町）
【受講料】　 5,000円（全９回分）
【申込み】　 電話で下記まで。
○弓道無料体験教室もあります。
【と　き】　 ５月22日（日）13時30分～16時
【申込み】　 電話で下記まで。
問・申長浜市民弓道場（☎６３－０２１２）

◆硬式テニススクール受講生募集
【と　き】　 ５月25日、６月22日、29日、

７月13日、７月27日、８月
３日、31日、９月21日

　　　 　 19時30分～21時（全て水
曜日）

【ところ】　 長浜バイオ大学ドーム
　　　　屋内コート（田村町）
【対　象】　 11歳以上の初級者
【受講料】　 7,000円（全８回）
【定　員】　 24人（先着順）
【申込み】　 ５月18日（水）までに名前と

連絡先メールで下記まで。
問・申長浜テニス協会
　　*nagahamatennis@yahoo.co.jp

募　集
◆全国戦没者追悼式参列者募集
８月15日（月）に日本武道館で開催予定の
全国戦没者追悼式に参列する遺族を募集。
【対　象】　 戦没者の配偶者、子、父

母、兄弟姉妹、孫で８月14日
（日）～15日（月）の１泊２
日の団体行動ができる人　
※原則１柱１回。２回目の参
加希望者やしょうがいをお持

不用品交換情報（４月18日現在）
◆ください（無料）
○大人用自転車○洗濯機○子ども
用自転車○子ども用スキーウェア
○マッサージチェア○小学校体操
服○ラミネーター○将棋一式○家
庭用ミシン○エレクトーン○衣紋
掛け○踊り用扇子○電子ピアノ○
和布団とマットレス○サイドボー
ド○子ども用トランポリン○パラ
ボラアンテナ○米の保管庫○冷蔵
庫○植木鉢○ガスコンロ○一人が
けソファ
◆ゆずってください（有料）
ラミネーター○子ども用自転車○
踊り用扇子
◆あげます（無料）
○植木鉢○オーディオラック○猫
の小屋○灯油ポリタンク○ガスコ
ンロ○食品棚○洋画ビデオテープ
○大型スチール棚
◆ゆずります（有料）
○キーボード○ポップアップトー
スター○男性用ボウリングシュー
ズ、ボール○ベビーベッド○三輪車
○パラボラアンテナ○布団乾燥機

※現物は保管していません。
※ 市は取次ぎのみで、利用者双方の
話合いで決定していただきます。

問環境保全課（☎６５－６５１３）

弁護士法人

おうみ法律事務所

〒526-0031　長浜市八幡東町225
代表弁護士  竹内  寛 （滋賀弁護士会所属）
HP : http://www.ohmi.lawyers-office.jp

有料広告欄

長浜米原休日急患診療所
５・６月の診療日のお知らせ

【診療日】　 ５月１日、３日、４日、５日、
８日、15日、22日、29日 
６月５日、12日、19日、26日

【診療時間】　 ９時～18時
【診療科】　 内科・小児科
【受付時間】　 ８時30分～11時30分
　　　 　 12時30分～17時30分
【場　所】　 宮司町1181－2
　　　 　 湖北医療サポートセンター
　　　 　 「メディサポ」内
【電話番号】　 ６５―１５２５
※ 受診時は保険証・お薬手帳・母子
健康手帳（乳幼児の場合）をお忘
れなく。
※ 診療日は日曜・祝日・年末年始（12
月30日～１月３日）です。

問健康推進課（☎６５－７７７９）

女性の悩み相談（要予約）
【と　き】　 ５月12日（木）10時～14時
　　　 　 ５月21日（土）12時～16時
　　　 　 ６月２日（木）10時～14時
【ところ】　 市民交流センター和室
【相談員】　 下地久美子さん（臨床心理士）
【料　金】　 無料
※託児あり（要予約）、秘密厳守
申平日：人権施策推進課
　（☎６５－６５５６専用ダイヤル）
　土日：市民交流センター
　（☎６５－３３６６）

結婚相談
【長浜地域】　 ５月26日（木）18時～20時
　　　 　 市民交流センター（地福寺町）
【浅井地域】　 ５月27日（金）18時～20時
　　　 　 湯田公民館（内保町）
【びわ地域】　 ５月27日（金）19時30分～21時
　　　 　 びわ公民館（難波町）
【虎姫地域】　 ５月27日（金）18時～20時
　　　 　 虎姫公民館（田町）
【湖北地域】　 ５月19日（木）18時～20時
　　　 　 湖北公民館（湖北町速水）
【高月地域】　 ５月11日（水）13時～15時
　　　 　 高月支所（高月町渡岸寺）
【木之本地域】　 ５月19日（木）15時～17時
　　　 　 公立木之本公民館（北部振興局内）
【余呉地域】　 ５月28日（土）10時～12時
　　　 　 山村開発センター（余呉町中之郷）
【西浅井地域】　 ５月18日（水）13時～15時
　　　 　 西浅井公民館（西浅井支所内）
問社会福祉課（☎６５－６５３６）
　 市ホームページ「結婚支援」で検
索またはＱＲコード
※ いずれの会場も提供でき
る情報は同じです。
※ 登録の有効期限は３年です。再登
録を希望する人は、各会場で申請
をお願いします。
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まちの
人口

平成28年４月１日現在   人口 120,595人   男 58,955人   女 61,640人   世帯数 44,776世帯

平成28年３月中の異動   転入 523人   転出 675人   出生 89人   死亡 112人   婚姻 56件

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報課（☎６５－６５０４）まで申込みください。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流
センターや図書館、公民館など市の公共施設にも置いています。市ホームページ、スマホ
からもご覧いただけます。点字広報、声の広報をご希望の人は市民広報課まで。
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撮影場所：土井さん宅前

料理研究家

土井 詩子さん（西浅井町大浦）
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いつも、創太お兄ちゃんの事を真似する

陽菜ちゃん。兄妹仲良くのびのび育ってね。

いつも明るい真穂ちゃんと

ニコニコの実紀ちゃん。

これからも姉妹仲良く、元気に育ってね。
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移住してきたからこそわかる
　　　　　長浜の良さを伝えたい

　料理教室の生徒さんの「教わった料
理を作ったら、家族がとっても喜んで
くれた」という言葉がとても嬉しかっ
たと話す土井さん。
　仕事の都合で、家族で京都から西浅井
に移住したのは今から11年前。不安な
気持ちはありましたが、キャンプが好き
で、引っ越す前から頻繁に来ていたこと
もあってか、すぐになじめたそうです。
　西浅井の印象は、自然が豊かで人が
親切、そして何よりもお米や野菜が美
味しい。この素晴らしさは、外から来
たからこそ強く感じることができたと
いいます。地元の食材のよさをもっと
多くの人に知ってほしいと決意。野菜
ソムリエの資格をとり、料理教室など
を開催したいと考えました。実家が飲

食店ということもあり、もともと料理
が好きだった土井さんですが、原点で
ある「地元の野菜のよさを伝える」レ
シピの考案には大変な時間を費やした
のだとか。
　最初は、公民館の「土曜学び座」で
子ども向けの教室を開講。「一度見ただ
けで作れるようになった」、「嫌いな野菜
だったけど、この料理だと食べられた」
という子どもたちの喜びの感想が寄せ
られたことに感激したそうです。「やっ
てよかった。もっと料理教室をやって
みたい！とやる気がみなぎりました」
　人との繋がりのおかげで、複数の公
民館からも声がかかって大人向けの教
室も開けるようになり、今では自宅で
の料理教室の開催や、不定期ながら、

まちなかにオープンした湖北暮らし案
内所「どんどん」でランチを提供する
など、さらに活動の幅が広がっていま
す。また、農産物出荷組合から依頼を
受けて、特産品の新レシピ開発にも挑
戦し、「太秋柿」を使った鹿肉丼のソー
スなどを考案、地域貢献に繋がる活動
にも意欲満々です。
　土井さんの料理のコンセプトは、「い
つもの素材でちょっと違った料理を」。
素材のよさを活かした工夫は、食べる
人にいつも驚きと喜びを与えてくれます。
　将来は、自分でお店も出したいなと
夢を語る土井さん。惚れ込んだ西浅井
のお米と野菜の美味しさを伝える料理
が、多くの人を笑顔にしてくれること
でしょう。

植物油インキで印刷しています。再生紙を使用しています。




